
２０１６年３月２０日 主日礼拝   ＜受難週＞ 
 

司  会        ①村上洋兄    ②当麻哲兄    ③滝山兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①石橋兄                                                           ②綴木兄  

 

                                       賛  美  聖歌３９２番「神はひとり子を」 

          （ホサナ・王の王イエス）（主がここにおられます） 

   ３つの愛 

    

聖  書    ①②                                                   ヨハネによる福音書１９章２８～３０節  （Ｐ１７５） 
                     ③                                         マタイによる福音書２１章１８～２２節  （Ｐ３４） 
                                                                                                                                             

音  楽                                             ①  坪井永城師 

       ②③宮川由起子姉 

証  詞                    ①②山野翠姉（学生会） 

     

メッセージ   ①②       「十字架は終わったのか（後篇）」  倉知契副牧師 

③                                        「私はツキまくっている」                                                                                                                                     大川従道牧師 

                                                                     

賛  美        「カルバリ山の十字架」  （聖歌３９９番・献金） 
頌  栄  「主の祈り」  アーメン 

                                                                    祝   祷                        

                            ③ ＩＣＡ卒園式 

 
【大和ニュース】  
* あすは「一日愛修会」と「金婚式祝会」。多勢のお客様がお見えになります。おもてな
しの心で接して下さい。なるべく公共バス、電車を。泉チャペル前の駐車場は、お客
様のために用います。園遊会チケット忘れずに。貴重品も自己管理。スバラシイ一
日です！大和駅からの無料送迎バスは9:40、10:00、10:20、11:00、13:00。 

・ 転入会おめでとうございます。①江籠俊文兄（モーセ会）②江籠郁子姉（ハンナ会） 
◎本日「ＩＣＡ卒園式」おめでとう！①国久優希くん。 
・ 入門講座Ⅲ、アンサンブル、サラの会、ルツ会、送迎駐、Ｓ教師、役員会、ＶＩＰ日吉。 
・ 東京カルバリーチャペルは、ハイアットリージェンシーの白鳳の間。１７時。 
 
・ 今週の祈祷会は、愛修会に合流で、水と木はお休みです。 
・ 準備祈祷会（受苦日）は、金曜夜９時から１０時半。説教は梅津義道補教師。 
☆今週は受難週。来週はイースター。*教会総会あり。代議員は必ず出席して下さい。 
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石の枕  
  

 大ヒットした世界的ジョーク集に、「人生における最高の生活とは？」とい 
う「幸福論」が紹介されていた。「アメリカで給料をもらい、イギリスの住宅 
に住み、中国人のコックを雇い、日本人を妻にすることさ」 
 「では、最低の生活とは？」「中国で給料をもらい、日本の住宅に住み、イギ 
リス人のコックを雇い、アメリカ人を妻にすることさ」 
 弁解しておくが、イギリス料理も、オリンピック以来美味しくなった、と言 
われている。私は５０年前、純粋な日本人女性と結婚し、明日は「金婚式」を 
祝っていただく。すべては、Amazing Grace である。「顔ハレルヤ！」 
 
 かつて、日本一短い手紙のコンクール「一筆啓上賞」の優秀作に選ばれた一 
編がある。作者は愛知県の女性である。「今までに、私をフッてくれた人たち、 
ありがとう。おかげでこの息子に会えました」 
 息子さんにしてみれば、この世に自分の命があるのは、独身時代のお母さん 
を「フッてくれた」男性諸氏のおかげということになる。人には誰しも、顔や 
名前を知らない“恩人”がいて、いまを生きられているらしい。（編集手帳） 
 父母がいて、祖父母がいて、そのまた父母がいて・・・・・・何百年か何千年をさ 
かのぼるなかの一人が欠けても、自分はこの世にいない。「フッてくれた」誰 
かのように血縁のない外野の恩人もいる。そう考えると、いまを生きている一 
つひとつの命が奇蹟の産物に思えてくる。 
 新約聖書の中で、最も嫌われている「イエス様の系図」（マタイ福音書１章 
１節から１７節）でさえ、新しい輝きにあふれてくる。まさに「最悪の出来事 
の背後にも、不思議な神のご計画がある」「すべては益になりますから――」 
「すべてを感謝すること」等々は、驚くべき真理であると悟らせていただける。 
 
 『人は心に自分の道を考え計る、しかし、その歩みを導く者は主である』 
（箴言１６章９節）をゆっくり味わってほしい。一回しかない人生を神様からの 
プレゼントとして受けとめ、全能の神様に委ねて生きる。何があっても、「す 
べてを忍び、すべてを信じ、すべてを望み、すべてを耐える。愛は永遠である」 
（第１コリント１３章）。英訳では、Love never gives up。愛は決してあきらめない。 
 ８００人もの方々が集まって下さる。これは「生前葬儀」ともいえる。畏れをもっ
て、主からの「沈黙の声」に耳を傾けたい。 
 
 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：ルカ１章～５章  Ｂコース：ヨシュア記１章～１８章 


